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鳥取県米子市両三柳1400 ／　0859-24-3111

http://www.kohoen.jp/eco/ ／　e-mail：nagata@kohoen.jp

理念
わたくしたちは、地域の開かれた、地域に愛される、地域に信頼される「こうほうえん」を
目指します。

基本方針
わたくしたちは、サービス業のプロとして、正しい情報を伝達し、自分が受けたい　保健・
医療・福祉サービスの、提供・改善に努めます。

①経営施設数合計：96事業
②経営施設・事業【種別毎の数】
特養７、老健３、ケアハウス５、生活支援ハウス４、高優賃２、保育所５、リハ病院１、デ
イサービス17 訪問介護４、訪問入浴２、訪問看護３、訪問リハ１、デイケア４、ショート
ステイ10、特定施設５、福祉用具貸与１、グループホーム８、居宅介護支援事業６、小規模
多機能型居宅介護３、介護予防支援事業３、知的障害就労支援施設１、介護予防拠点１

①社会福祉事業事業 7,491,915,963円
②公益事業 1,163,734,046円
③収益事業 724,986,716円
合計 9,380,636,725円

1618名（非常勤含む）７月１日現在

１．人財育成
２．法令遵守

鳥取－東京の６拠点を遠隔操作（テレビ会議システム）でつなぎ教育研修や会議を実施して
いる法人として、このノウハウを研修参加が出来にくい実態や教育体制も組みにくい近隣の比
較的小規模の４法人にも提供、研修を通して、地域の総合的な介護人財育成体制を共に考え共
に育つ方向の構築とその連動連携によって、地域に信頼されるより質の高いサービス提供の裾
野を広げていきたいと考えた。

事業終了時の振り返りアンケート結果の大部分は設問項目の「内容はいかがでしたか」では
10点満点中、７～10点と良かった領域に○印があった。各法人責任者全員から、今後もこの形
式で続けてほしい。現場がよかったと言っている。他の職員にもいい影響がではじめた等コメ
ントがあった。事業終了後も引き続き法人の企画する研修案内で、参加をしてもらっているが、
この中の一法人からは認知症ケアに関してDCM（認知症ケアマッピング）を希望、マッパー
を派遣し、ケア提供上の支援を実施しながら相互交流を深めている。又、１名、３年間の内地
留学的な受け入れをし、組織運営など実務を通した実地研修を継続、育成に努めている。

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

大規模法人の教育研修を比較的小規模法人へ提供した
相互研修共育事業を実施して

社会福祉法人　こうほうえん

事業内容
及び定員

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題

発表する取組
みに着手した
理由、背景

発表する取組
みの現時点で
の効果
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三重県四日市市采女町字森力山418-１　／　059-348-7760

http://www.unemenosato.or.jp ／　e-mail：seike@unemenosato.or.jp

１．クレド（信念）
家庭的な雰囲気で自然な暮らし。街のような施設。ヒユーマニゼーション（人間性）を生

かす施設、人づくりを追求し、「ハートフル介護」を目指し、理念の実現とサービス向上を
図り、「施設」を脱却したケア付き住宅を目指す。

２．理念
１）利用者の立場になって考えます。
２）利用者の生きてこられた人生、価値観を理解します。
３）利用者の声、希望に耳を傾けます。
４）利用者の気持ち、体を傷つけるようなことは絶体しません。
５）施設は孤立せず、家族、地域との連携を考えます。
６）法律その他基準に従って運営を行ないます。
７）福祉事業の変化と改革の先駆者となるよう、常に組織、運営を見直します。

３．使命
「プロフェショナルとして最高の福祉サービスを創造します」

４．決意
上記を実現する為に、役員、職員は、「感謝の心・思いやりの心・自立の心」の実践に努

めます。

１．特別養護老人ホームうねめの里（50名＋ショート10名）１ヶ所
２．在宅介護サ－ビスセンターうねめの里（デイサービス45名）１ヶ所
３．在宅介護サ－ビスセンターうねめの里（介護相談所）１ヶ所
４．小規模型通所介護事業所うねめの家（10名）１ヶ所
５．身体障害者療護施設エビノ園（77名）１ヶ所
６．生活介護事業所サクラノ園（30名）１ヶ所
７．訪問給食サービス（四日市市受託事業）１ヶ所

社会福祉事業事業 901,464,000円
②公益事業 26,778,000円
③収益事業 ０円
合計 928,242,000円

180名（非常勤含む）

１．サクラノ園の定数変更（30名を40名に、10名増員）の為、エレベーター設置工事（21年度
中に完了）
２．エビノ園　新法移行（10月）準備
３．サクラノ園のスプリンクラー設置工事、３人部屋を解消し、全室個室化、風呂場の改修、
４グループケアの充実の為の環境整備
４．22年度特養増床（40名）申請準備
５．22年度保育所新設に向けての準備
６．22年度以降、ケアホーム、グループホームの建設準備

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

法人合併により経営安定

社会福祉法人　永甲会

事業内容
及び定員

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題
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平成20年５月突然の合併依頼あり。要請に応えるべく業務連携契約締結し運営責任と人事掌
握と業務改善に取組む。人材の確保と意識改革に取組む。

１．財務内容格段に良くなる
２．人材の確保しやすく、意識改革も出来、入所者、職員明るく、生活環境が良くなった。
３．設備投資は、思い切って行う姿勢から、職員前向きに取り組むようになった。
４．資金に余裕が出来、将来の投資計画を立てることが出来た。

発表する取組
みに着手した
理由、背景

発表する取組
みの現時点で
の効果
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長野県東御市布下６-１　／　0268-61-6001

www.cpmimaki.or.jp ／　e-mail：soumu4@cpmimaki.or.jp

『いつまでもすこやかに　生き生きと　安心して暮らし続けたい』
その願いをかなえる“核”となります。

ご利用者やご家族そして地域の皆様が、ケアポートみまきのサービスにご満足頂けるよう、
社会福祉法人としての自覚を持って、ケアポートみまきが果たす役割を再確認し、斬新な発想
で経営を推進します。

①社会福祉事業
・特別養護老人ホーム　長期（50名）

ショート（12名）
・デイサービスセンター　３ヶ所（40名・10名・９名）
・認知症グループホーム　１ヶ所（９名）
・ホームヘルパーステーション　１ヵ所

②公益事業
・マネージメントセンター　１ヶ所　
・訪問看護ステーション　１ヶ所

③収益事業
・温泉アクティブセンター　１ヶ所（健康づくり事業＝プール会員1,350名）

①社会福祉事業 743,725,000円
②公益事業 57,404,000円
③収益事業 100,475,000円
合計 901,604,000円

148名（正規職員63名、臨時職員41名、パート職員44名）

①収益事業（健康づくり事業）の発展性
②職員の安定化、資質向上（職場環境の改善→働きがいのある職場づくり）
③児童、障害者、高齢者を含めた全ての人の地域社会づくりへの貢献（ノーマライゼーション）
④地域で支え支えられる、小規模サービス事業の展開

（福）依田窪福祉会との連携
①法人の設置者が、行政（町・村）であったこと。
②サービス提供エリアが旧町村単位。（環境が農山村地域）
③事業種類、規模が類似している。
④職員の定着化に着目（人事交流、研修制度の推進）
⑤法人本部組織の強化

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

法人間連携で取り組む職員の教育訓練体系の構築
―「つながり」が実感できる研修を目指して―

社会福祉法人　みまき福祉会

事業内容
及び定員

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題

発表する取組
みに着手した
理由、背景
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①費用抑制効果
様々な外部講師を呼ぶことが可能になった

②職員間に適度の緊張感と連帯感が生じる効果
相対的な比較の場が持てることによる安心感

③外部者が参加しやすいイメージ
２法人の企画であるという開放的イメージ

発表する取組
みの現時点で
の効果
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北海道中川郡幕別町字依田379 ／　0155-56-4706

http://www.maku.or.jp/ ／　e-mail：maeda@maku.or.jp

信頼・自立・貢献を礎に、一人ひとりを大切に、真心のこもったおもてなしで、21世紀に生
きる法人を求め続けます。
１．地域から信頼され愛される法人
２．ご利用者の満足を求める法人
３．人と人とのふれ愛を求める法人
４．生活利便の確信が得られる法人
５．職員とご利用者が夢みる法人

特別養護老人ホーム　（120名） １か所
ショートステイサービス　（６名） １か所
デイサービスセンター　（30名） １か所
訪問入浴サービス　　　　　　　　　１か所
認知症グループホーム　　（８名） １か所
居宅介護支援事業所（支援センター）１か所
無認可保育所　　　　　（10名） １か所

①社会福祉事業 617,165,144円
②公益事業 18,572,702円
③収益事業 円
合計 635,737,846円

112名（非常勤含む）

盧 「生活の場」としての施設環境の改善（個室・ユニット化）
盪 地域に親しまれる施設づくり（地域との協働・貢献・還元事業）
蘯 職員の育つ職場づくり（Ｈ21⇒研修元年としての位置づけ）
盻 高品質な介護サービスの提供（人材確保・育成、処遇改善等）

（「告発型職場環境」から「提案型職場環境」を目指して制度化）
盧 「告発」から「提案」へ。疑問を感じたら“自分ならどうするか”“自分はどうするか”
という思考パターンをつくるのが「職員の創意工夫を応援する要綱（職員提案制度）」発想
の原点である。
盪 すなわち、介護現場が持つ（不満）という形を「提案」に変えることで「トップダウン
（受動型職員）」から「ボトムアップ（能動型職員）」、ひいては法人全体の想い（理念・中長
期計画・事業計画等）につながり、職員全体が逃げることなく、それまでの「脇役」から
「主役」へ、そして“私は”“俺は”どのように法人経営、施設運営に関与できるかの「キッ
カケづくり」を目指しての制度化である。

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

職員の創意工夫を応援する制度（職員提案制度）

社会福祉法人　幕別真幸協会

事業内容
及び定員

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題

発表する取組
みに着手した
理由、背景
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盧 「職員の智恵と意欲を引き出す工夫」「職員を輝かせる仕掛け」「声なき声を拾い上げ、改
革の芽を育て上げる」など、これまで以上に職員と経営者、管理者と職員との距離感を縮め
るなど、「風通しの良い職場環境づくり」に向けての効果、更には「絆」を深めるなどの効
果が出来つつある。
盪 提案制度がスタートして３年５ヶ月、これまで28件（Ｈ18：11件、Ｈ19：８件、Ｈ20：５
件、Ｈ21.8現在：４件）が提案され、このうち約９割以上の提案内容を実現するなど、制度
化される前までの「職場内空気の流れ」が万全とは言えない環境を考えると、順調な滑り出
しであると検証している。
蘯 提案者の決定は「理事長専決事項」とし、採用された提案内容等は直近の理事会・評議員
会に報告するため、役員等の職員に対する理解と評価が高まりつつある。
盻 毎月１回開催の「全体会議（全職員の前）」で、理事長から「表彰状と褒賞金」を受賞、
その後、提案者自らが「提案に至る経緯等」について発表するため、緊張な中にも笑顔、さ
らには、他職員への刺激、自らの研鑽と自信を高めるキッカケづくりとなっている。

発表する取組
みの現時点で
の効果
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兵庫県芦屋市東芦屋町６-10 ／　0797-23-9610

http://www.yumekoubou.or.jp/ ／　e-mail：info@yumekoubou.or.jp

１ 社会福祉法人「夢工房」は、「社会福祉法」の理念を尊び、利用者の人権を保障する。
２ 社会福祉法人「夢工房」は、第一に利用者の利益を尊重し、福祉サービスのよりよき供給
の担い手となるべく邁進する。
３ 社会福祉法人「夢工房」は、常にサービス利用者の要望に答えるべく行動し、かつ地域社
会との共生を目指す。

特別養護老人ホーム　シスナブ御津（70名）
シスナブ御津　デイサービスセンター（40名）
シスナブ御津　在宅介護支援センター
シスナブ御津　居宅介護支援事業所
ケアハウス　マリナグリーン御津（15名）
保育所（15か所（分園含））

・姫路保育園（120名） ・イーグレ姫路保育園（45名）
・夢保育園（120名） ・夢保育園分園（30名）
・山手夢保育園（120名） ・浜風夢保育園（60名）
・西宮夢保育園（45名） ・西北夢保育園（60名）
・夢の園保育園（120名） ・桜保育園（120名）
・夢の鳥保育園（140名）
・よこはま夢保育園（60名）・日吉西夢保育園（120名）
・ゆめいろ保育園（120名） ・さっぽろ夢保育園（120名）
・夢咲保育園（60名） ・夙川夢保育園（60名）

①　社会福祉事業 1,839,149,955円
②　公益事業 60,202,329円
合計 1,899,352,284円

455名（非常勤含む）

１・良質な保育の提供
２・良質な職員確保と人材育成
３・待遇・ポジション・自己実現のチャンスの公平な明示

（本人のモチベーションを高めるためのインセンティブ付与）
４・そのための複数施設展開
５・やりがい、働きがいにつなげる

１～５の循環事業を遂行し続けるうえでのその理念の周知と、過程に生じる様々な問題解決。

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

保育人材確保における一実践

社会福祉法人　夢工房

事業内容
及び定員

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題
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関西地区から関東地区へと事業展開する上で、良質な保育人材確保の難しさ
に直面し、その対応策として　

１・関西地区スタッフの関東地区への異動インセンティブ提示　
２・良質な人材確保のために、確保の容易な地区への事業進出着手　

を行っておりますが、その取り組みを進めていく上での諸問題の総括をするべきであると思
うに至った。

横浜地区での就労者が札幌採用８名、関西採用３名、関西からの異動者５名確保ができまし
た。

発表する取組
みに着手した
理由、背景

発表する取組
みの現時点で
の効果
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滋賀県甲賀市土山町北土山2062 ／　0748-66-1911

http://www.edeltutiyama.com ／　e-mail：t.hirooka@edeltutiyama.com

エーデル土山は高齢者福祉の拠点であり、そのシンボルとなるものです。
多くの人達が集い、ふれあい、支え合うことのできる空間です。
『至誠』をもって明るく楽しく開かれた施設をモットーに何事にも取り組んでいきます。

特別養護老人ホーム（60名）１か所
グループホーム（５名）１か所
ショートステイ（５名）１か所
デイサービス（25名）１か所
ケアプランセンター

①社会福祉事業 384,887,751円
②公益事業 ０円
③収益事業 ０円
合計 384,887,751円

67名（非常勤含む）

・「介護職員処遇改善交付金」受給の賃金、処遇改善対策の策定
・キャリアパスシステムの構築
・当施設独自の財務分析ソフト制作

当施設はスタッフの平均年齢が27歳と若く介護福祉士保有率は６割程度である。職員の離職
に苦しんだ時期もあったが、組織体制の見直し、職場環境の改善等に努めることでスタッフの
定着化が大幅にアップし、ようやく安定継続したケアが行えるようになってきた。しかし各々
のスタッフが本当にプロフェッショナルとしての知識や技術、また介護福祉士のプライドを持
っているのかというとそうではなかった。日常の業務を無事に終わらせることを目的化してお
り自己成長や遣り甲斐を感じるには至っていなかった。職場環境を整備し働きやすい職場を整
備した上で次のステップとして取り組むべきは「チーム力のアップ・個人のレベルアップ」と
考えた。施設がスタッフ育成に真剣に取り組むことでスタッフが介護職としてのレベルアップ
と仕事に遣り甲斐や喜びを今以上に感じることが出来れば結果として利用者の暮らしが向上す
ることに繋がっていくと確信したからである。
従来までも施設内で研修はしていたものの単発で終わることもあり、なかなか実践に反映さ

れてこなかった。また研修体系もしっかりと構築されておらず研修（育成）担当者も決めてい
なかった。
そこで今年度より「アドバンスシステム」という施設内育成プラグラムを作成し継続的に研

修が行えるようにした。

当施設独自の育成プログラム「アドバンスシステム」が稼動して半年が経過した。当初の計
画通り研修は進んでおり以下のような効果が出てきた。
・モラルや仕事に対する態度に向上が見られる。
・知識、技術のみならずルール順守や方向性が統一できてきた。
・学習することが当たり前の環境になりつつある。

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

介護士段階別育成研修、キャリアアップシステム

社会福祉法人　あいの土山福祉会

事業内容
及び定員

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題

発表する取組
みに着手した
理由、背景

発表する取組
みの現時点で
の効果
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兵庫県淡路市育波558番地２　／　0799-84-1717

http://www.chidorikai.or.jp/ ／　e-mail：yuuragi.hokudan@view.ocn.ne.jp

経営理念
１．福祉はいつでも全ての人のために
１．個人の尊厳の保持
１．地域に貢献できる事業の提供
１．社会資源の効果的な利用で自己実現を目指す
１．専門性を高める教育・研修の充実

基本方針
１．地域福祉に関する機能や役割を担います。
１．利用者に信頼されるよう高品質のサービスを提供します。
１．利用者の主体的参加が得られるサービスメニューの展開と実施を目指します。

品質方針
利用者様に満足いただける福祉サービスを提供し続けることが、当法人の目的であり、法

人の発展に重要であることから、品質マネジメントシステムを尊重し、継続的改善に努め、
利用者様に喜んでいただける安全で、安心なサービスを総合的に提供する仕組みを全職員の
理解と参加のもとに創ります。

私たちは、品質方針を達成するために、以下のことを行います。

１．品質マネジメントシステムが、組織の行う各事業活動に適切にリンク、運用し、その有
効性を継続的に改善します。
２．法令を遵守し、事故の無い福祉サービスを実現するマネジメントシステムを構築します。
３．法人事業の業績を向上させるために、①顧客満足度の向上　②顧客クレームの低減を目
指します。
４．優しさと笑顔で迅速、誠実な対応をこころがけます。
５．この品質方針が、全職員に理解されるよう周知に努めます。

・特別養護老人ホーム：千鳥会ゴールド（50名）ショートステイ（11名）
・特別養護老人ホーム：ゆうらぎ（50名）ショートステイ（10名）
・養護老人ホーム：北淡荘（168名）
・通所介護：津名デイサービスセンター（35名）
・通所介護：ゆうらぎデイサービスセンター（24名）
・通所介護：しおさいデイサービスセンター（３名）
・グループホーム：しおさい（18名）
・小規模多機能型居宅介護事業所：ぬくもり（25名）
・居宅介護支援事業所：千鳥会在宅介護支援センター
・居宅介護支援事業所：ゆうらぎ居宅介護支援事業所
・訪問介護：ゆうらぎ訪問介護ステーション
・その他の事業：高齢者住宅等安心確保事業、被災高齢者自立生活支援事業

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

ISO9001QMS導入による経営基盤の強化

社会福祉法人　千鳥会

事業内容
及び定員
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①社会福祉事業 1,087,095,809円
②公益事業 ０円
③収益事業 ０円
合計 1,087,095,809円

210名（非常勤含む）

・経営者の方針（事業目標）が現場職員まで浸透しない。
・各事業所、部署に於ける方針（事業目標）の進捗状況が把握しづらい。
・現場で発生しているクレーム、アクシデント、等の報告及び再発防止対策が確実に実施され
ていない。
・教育訓練システムが確立されていない為、人材育成が難しい。
・継続的改善を実施する事により顧客満足度を向上させ、経営基盤の強化を図る為のシステム
が確立されていない。

社会福祉法人　千鳥会は、平成４年当時の旧津名町が立ちあげて民間委託運営で当時の医師
会中心に運営されていましたが、介護保険制度実施に伴い更に民間運営が色濃くなり、新生千
鳥会として再出発することになりました。
再出発に当たり、法人の存在価値を高めその果たすべき役割を認識し、地域住民の皆様、利

用者の皆様に喜んで頂けるサービスを提供する為に、５つの経営理念と３つの基本方針を掲げ
ました。この経営者の思いを全職員に的確に浸透させ、事業目標を達成する為に継続的改善を
実施し、顧客満足度を向上させる事が、経営基盤の強化に結び付くとの認識に基づき、
ISO9001品質マネジメントシステムの導入を決意しました。

・QMSを導入した事により、経営者の方針（事業目標）を現場職員まで浸透させるシステムが
確立した。
・経営方針（事業目標）に基づき部署目標、個人目標を設定し、PDCAサイクルを廻し継続的
改善を実施する事により、目標の共有化が図れた。
・マネジメントレビュー（経営者による見直し）を定期的に実施する事により、方針（目標）
の進捗状況が把握でき、的確な指示が出せる様になった。
・不適合発生時の是正処置及び水平展開による予防処置を的確に実施する事によりクレーム、
アクシデント、等が減少した。
・教育訓練システムを確立し、職員に必要なニーズを明確にし、教育訓練を実施する事により、
職員のスキルが向上した。
・業務プロセス手順書を作成し、認証機関及び内部監査にて定期的に見直しを実施する事によ
り標準化が図れ、サービスの質が向上した。

以上の効果を得た事により、顧客満足度は徐々にではあるが向上している。

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題

発表する取組
みに着手した
理由、背景

発表する取組
みの現時点で
の効果
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長野県上田市下武石776-１　／　0268-85-2202

http://www.janis.or.jp/users/tomosibi/ ／　e-mail：tmsb-mu@janis.or.jp

法人理念：「地域の方々の安心安全な自立生活の支援」

例：・特別養護老人ホーム（50名）１か所
・認知症グループホーム（９名）１か所
・デイサービス（25名）２か所
・デイサービス（12名）１か所
・デイサービス（10名）３か所
・ショートステイ（10名）１か所
・居宅介護支援事業所　１か所
・ヘルパーステーション　３か所
・配食サービス事業　２か所
・高齢者ハウス（10名）１か所

①社会福祉事業 566,633,241円
②公益事業 64,599,954円
③収益事業 7,356,157円
合計 638,589,352円

150名（非常勤含む）

・役員の見直し（経営責任を負える役員の選出）
・中間管理職層の育成
・キャリアパスに対応した教育研修の充実

・法人事業の拡大に伴い、事業所間のサービス提供方法がまちまちとなったこと。
・新人職員などに、業務の引き継ぎがうまくできず、指導職員の個人的な力量に頼っていたこ
と。
・ISO導入前は、事故発生時の原因究明の際に、どの作業が事故を招いたのかなど業務の検証
ができなかったこと。

・ISO導入時には組織内部ではなかなか理解が進まなかったが、現在まで継続してくる中、よ
うやくその必要性が認識されてきた。
また昨年の監査の緩和要件にISO認証が加わったことにより、これまでのISO取得の納得

性が高まった。
現在では職員の教育研修のツールとして有効に機能し始めた。

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

福祉現場で使えるISO9001導入に向けての試行錯誤の軌跡
―認証５年目の現状と課題―

社会福祉法人　依田窪福祉会

事業内容
及び定員

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題

発表する取組
みに着手した
理由、背景

発表する取組
みの現時点で
の効果
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京都府京丹後市峰山町長岡2093番地　／　0772-62-7001

http://mineyama-fukusikai.jp ／　e-mail：h-nakamura@mineyama-fukusikai.jp

創設の理念を尊重し、より質の高い福祉サービスの提供
地域の人々の、こころ豊かで安心・安全な暮らしへの貢献
誇りと夢を持ち、福祉の仕事にまい進できるよう職員の幸福追求

乳児院（20名）１ヶ所
幼児寮（25名）１ヶ所
保育所２箇所（35名、60名）
児童デイサービス事業　２ヶ所
障害者地域生活支援センター　１ヶ所
特別養護老人ホーム　２ヶ所
・長期50名、短期20名、デイサービス45名、ホームヘルプ、訪問入浴、居宅介護支援、老人
介護支援センター
・長期50名、短期10名、デイサービス15名、ホームヘルプ、居宅介護支援

認知症グループホーム　２ヶ所（９名、18名）
小規模多機能型居宅介護事業所（25名）１ヶ所

①社会福祉事業 1,138,470,739円
②公益事業 29,402,377円
③収益事業 ０円
合計 1,167,873,116円

308名（非常勤含む）平成21年７月１日現在

・展開する事業の効率的な運営
・介護人材の確保

・施設開設後15年が経過し設備の更新時期であった（修理費用増）。
・原油価格高騰により燃料のＡ重油価格が大幅増となった。現在、原油価格は１年前の半分に
なったが、将来的には上昇する可能性が高い。
・重油価格は変動が大きく、予算がたてにくい。
・二酸化炭素排出量削減により、地球温暖化防止に少しでも貢献したい。

冷暖房・給湯に、太陽熱と高効率な機器を利用することにより、省エネルギーと二
酸化炭素排出量削減を目的に導入したものである。
現在冷房・給湯のみの利用だが、Ａ重油を使用せずに冷房・給湯ができ、電気使用量

と二酸化炭素排出量の削減ができている。

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

太陽熱を利用した省エネルギーシステムの導入

社会福祉法人　みねやま福祉会

事業内容
及び定員

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題

発表する取組
みに着手した
理由、背景

発表する取組
みの現時点で
の効果
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